




 

２ 有害物ばく露作業報告の対象となる物 

今般の告示の一部改正において新たに有害物ばく露作業報告の対象となる物

は、次の表の中欄に掲げる物（以下「対象物」という。）及び対象物を含有する製剤

その他の物（含有量が同表の右欄に掲げる値であるものを除く。）であること。 

コード 物 
含有量 

（重量％） 

２４０ テトラヒドロフラン 0.1%未満 

２４１ ２，４，６―トリクロロフェノール 0.1%未満 

２４２ フルフリルアルコール 1%未満 

 

３ 報告の期間等 

 事業者は、平成 30 年１月１日から同年 12 月 31 日までの間に一の事業場におい

て製造し、又は取り扱った対象物の量が 500 キログラム以上になったときは、平成

31年１月１日から同年３月31日までの間に、所轄労働基準監督署長に報告書を提

出しなければならないこと。 

 

 

 




